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収 穫 祭収 穫 祭第1
7回

◎第15回みんなで歩こう会

　■10月16日（日） 10：00出発　＜参加費無料＞

　　主催：拓北・あいの里連合町内会

■９月17日（土）～19日（月）　親子旅行

　宿泊場所：仁木町「山の家きょうどう」

　※余市方面で釣りとパークゴルフを予定しています。

■10月15日（土） 14：30開演　16：30終演予定

　あいのさと元気シアター　合同公演

　「スマイル劇団るもい」と「あいのさとアクターズ」

　場所：拓北・あいの里地区センター

　※チケットの販売、お問合せは下記まで

　　TEL 011-792-4373（あいのさとアクティビティーセンター）

その他の行事予定

収 穫 祭

第1
4回

◎日　時：　　／　　（土） 11：45～15：30

◎場　所：あいのさとサポートセンター駐車場
　　　　　　　　（札幌市北区篠路町福移147-3）

◎主　催：社会福祉法人 札幌協働福祉会

☆出演予定☆

　　ドリームズマウンテン、清掃工場バンド、

　　さっぽろ五郎連、Theハートルズ　など

拓北・あいの里
ノーマライゼーション研究会
拓北・あいの里
ノーマライゼーション研究会

第7
回

◎日 　 時：10／９（日）　13：00～

◎場 　 所：拓北・あいの里地区センター多目的室

◎参 加 費：500円　　（北区あいの里1条6丁目1-1）

◎主 　 催：拓北・あいの里ノーマライゼーション研究会

たくあいアクティビティ「むぅ（夢）」

TEL：011-788-3165　FAX：011-788-3185

info-muu@sapporo-kyoudoufukusikai.jp

テーマ「東日本大震災から考える地域との連携」

第１部：東日本大震災と拓北・あいの里での取り組み

第２部：拓北養護学校とノーマライゼーションの街づくり

第３部：朝まで語ろう拓北・あいの里

問
合
せ

申
込
み

昨年の収穫祭の様子

《以下、札幌協働福祉会の予定です》

◎場　所：拓北・あいの里地区センター

◎主　催：拓北・あいの里地区センター運営委員会

◎後　援：拓北・あいの里連合町内会／社会福祉法人 札幌協働福祉会

◎場　所：拓北・あいの里地区センター

◎主　催：拓北・あいの里地区センター運営委員会

◎後　援：拓北・あいの里連合町内会／社会福祉法人 札幌協働福祉会

文化フェスタ文化フェスタ

■10／１（土） 多目的ホール　13：00～20：30
　　☆チャリティー販売・体験コーナー　☆ビンゴ大会

　　☆チャリティーダンスパーティ

■10／２（日） 多目的ホール　11：30～16：00　
　　☆ステージ発表

毎年恒例の行事ですが、あいの里で

文化の華が開きます。お楽しみに！

☆焼きそば・フランク、フリマなど

　出店盛りだくさん!!

＊日程の詳細は、下記までお問合せください。

　TEL 011-778-8000（拓北・あいの里地区センター）

９ ３９ ３９ ３

恒例の大抽選会☆開催しますっ!!!

恒例の大抽選会☆開催しますっ!!!　今年も、拓北・あいの里地域の皆様と、飲んで食べて、歌って踊って、

『収穫』の喜びを一緒に味わいたいと思います。また、「東日本大震災」

からの復興を願いながら、支援の募金にもご協力をお願いいたします。

■10／1（土）～2（日） 作品展示（集会室・ロビー）

無料送迎

バス運行
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もいっきり夏休み

移動支援ボランティアRera（レラ）での活動報告

2011年 
７月～８月

-２- -３-

＜2011，７／27～８／18＞

☆リンタロウ君の奮闘記☆

　郡山から参加されたリンタロウ君は、ダウン症

という障がいをもつ小学校１年生の男の子です。

坊主頭のくりくりした目、人を笑わせる事の大好

きな彼の笑顔はほんとうに人を和ませるそんな穏

やかな１年生。その彼の三週間に及ぶ北海道での

奮闘ぶりを幾つか紹介します。

◇我が家で初めてのホームスティの夜、もってき

た小さなリュックを背負い座って両手をついて「あ

りがとうございました」と言って帰るそぶり。ここ

に泊まる事を話すとそのままリュックを背負って

寝ています。（リンタロウ君は合気道を習われてい

るそうで、礼儀作法は抜群です）

◇仁木町にある山の家での自然体験学校では、高

学年のお兄さんやお姉さん達と海水浴やトンボの

標本作りに参加したり、

星空の天体観測にも

参加していました。ま

た札幌ドームでのナ

イター観戦などにも

一緒に参加し眠いの

をこらえて日ハムを応援しました。（野球は大好き

なようで、大きな声で「がんばれ～」と声援を送っ

ていましたが、連続するあくびで目には涙が・・・）

◇スイカ割り大会でも一番先にスイカを割り、み

んなから大きな拍手をもらい、ガッツポーズ。夜の

花火もチョット怖そうでしたが、まわりのみんな

にまじり楽しんでいました。

　あまり大きくない体で、本当にいろいろな体験

をたくさんして、就寝が遅く疲れがたまっている

ことを配慮し、みなさんより二日早く自然体験学

校を終えホームスティ先の我が家に戻ってきました。

　三週間という彼にとって長い期間の北海道体験。

今は一日も早く郡山のお家に帰りたい思いを話し

てくれて、帰る日を首を長くして待っていました。

（文責　ウレシパ・ポエム　村山　雅子）
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　札幌協働福祉会の招待で、福島から19人の子どもたちがや

ってきました。小学校１年生から中学校の３年生まで。知らな

い者同士の子どもたちが、いつの間にか友だちになって、廊下

をドタドタ、バタバタ、あっという間に自分たちの世界を作っ

てしまいました。

　戸外活動ができない鬱憤（うっぷん）を晴らすように、海水浴、

トンボとり、カヌー、ラフティング、旭山動物園と子どもたちは

思いっきり遊び、北海道のおいしい食べ物を満喫しました。

　そして、たくさんの思い出を作って、満面の笑顔を私たちに

残し、17日フェリーに乗って帰っていきました。

（札幌協働福祉会本部　富塚　廣）

19人の子どもたち

放射性物質から逃れて北海道に一時避難

仁木町の「山の家」に歓声あがる

◎あまり人に優しくない私が、少しだけ優しくなり、人間的にも大きく成長することができたと思う。

　人は人に助けてもらうことでようやく生きていけるという、生きていく上での根本的なコトも学べた気がする。（中３・歩）

◎友だちもいっぱいできたし、ふくしまではたいけんできないこともいっぱいやってすごくたのしかったです。（小５・智哉）

◎福島でできないことを北海道でできて、私は「前までは福島でできたんだな」と思いました。（小５・蘭）

◎ぼくが一ばん楽しかったことはラフティングをしたことです。（小２・惇平）

◎スタッフのみなさん、ボランティアのみなさん、15日間ありがとうございました。とても感謝しています。（小６・美月）

◎今まで14年間生きてきて、これほど充実した日々はありません。スタッフの皆さんに「感謝」（中２・優） 　石巻市は人口17万人と札幌では北区や東区と

あまり変わりませんが市町村合併でかなりの広さ

があります。車道も歩道も狭く国道でも１車線です。

街中では車も混み入り自転車も多い為かなり危険

です。介護車両は大型のキャラバンやハイエース

で今までの支援でぶつけたり擦ったりで傷だらけ

でした。津波の被害はほとんど片付いていますが

海に面したところは廃墟と化して建物の基礎しか

ありません。冬の札幌に雪捨ての山ができますが

そんな瓦礫の山が数箇所ありました。また、山沿い

まで海水が入り松

類の植物が枯れて茶色くなり気分的にも落ち込み

ます。支援活動の内容は被災された方の移動支援

が中心でした。現在は仮設住宅が町の小中学校や

郊外に30箇所ほど在る為、避難所からの移動支援

は1割程度で9割は仮設住宅や自宅からの支援で

した。通院・買物・温泉への入浴等が主な仕事です。

口コミで利用数も増え喜ばれています。早く地域

でその仕組みができて復興出来ることを願ってい

ます。　　　　　　（地域生活支援室　阿部　義一）

「おもいっきり夏休み in 北海道」「おもいっきり夏休み in 北海道」

2011.7／27～8／18

宮城県石巻市での支援活動

～福島のこども達を北海道に～～福島のこども達を北海道に～
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拓北・あいの里連合町内会（写真右・松井会長）から
日ハム選手のサインボールのプレゼント
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　アートセンターあいのさとでは、７月31日（日）のあいあい祭

に参加しました！　お天気はカンカン照りでのぼせてしまいそ

うな暑さでしたが、学園通りあくてぃぶのメンバーと合流して、

賑やかなお祭りムードを満喫♪　みんなでお弁当を食べたり、

祭りならではの焼き鳥やフランクフルトやカキ氷などを食べた

り、迫力満点のダンスステージを見て一緒に踊ったりと、日焼け

と楽しい思い出が残る、真夏の暑さに負けないアツい１日でした。

（アートセンター　高橋　みゆき）

　8月6日（土）、7日（日）の両日、北区拓北にある拓

北西公園で「拓北盆まつり」が開かれました。今回の

祭りは両日とも好天に恵まれ大勢の人出で賑わいま

した。会場には盆踊り用の櫓が立てられ、その回りに

は沢山の出店が並びました。祭り初日は気温も上が

り真夏日。テーブルを囲み、ビール、焼きそば等を楽

しむ人たちが会場に集まり、午後には北海道で夏休

みを過ごす福島県の小中学生らが賑やかな祭り雰囲

気を楽しんで行かれました。（あくてぃぶ　田村　隆）

20112011
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自然志向の店　あくてぃぶ

秋の感謝祭秋の感謝祭

９月２１（水）・２２（木）・２３（金）
＜開店９：30　閉店17：30＞

札幌市北区あいの里３条４丁目９-１（歩道橋すぐ横）

TEL 011-778-2377　FAX 011-778-2375
HP　http://sapporo-kyoudoufukusikai.jp/main/

第8号HSK

イベント報告コーナーイベント報告コーナーイベント報告コーナー

～31（
日）７/30

（土）

～７（
日）８/６（

土）

拓北・あいの里では、毎年恒例の夏祭りが順次開催され、たくさんの来場客で賑わいました。

今回は、あいあい祭と拓北盆まつりの報告をします。

第16回

拓北盆まつり
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